
1．は　じ　め　に

　本シンポジウムの課題は，「日本農業の品質競争力
を問う」ことにある．その問いをより明確にすると，
農産物・食品市場の国際化がますます進展する今日的
状況の下で，日本農業，その生産物である農産物はい
かなる品質競争力を有するのかを検証するという趣旨
であろう．日本の農産物は国外産と比較して，一般に

「価格劣位・品質優位」にある，とみる品質神話が農
業サイドを中心に根強い．だが，はたして日本農業

「品質優位」論は広く妥当する理解なのであろうか．
この問いかけは，今日のグローバル時代における日本
農業のこれからの発展方向を見通すにあたり，きわめ
て興味深い論点である．
　だが，残念なことに，食品市場における品質問題へ

の経済学的アプローチはきわめて未熟な段階にとど
まっている．品質を社会科学的に扱うことの困難性は，
分析の対象となる品質概念が価格以外の実に多様かつ
異質な要素を含むことに起因している．本指定討論報
告では，まず広義の拡張された品質概念について若干
の理論的整理を行い，その上で，広義の品質，いいか
えると非価格競争要因を踏まえて，食関連企業，とく
にスーパーや外食・中食企業による野菜を中心とする
農産物の輸入調達行動について実証的な考察を行う．

2．品質競争力を分析する視角

　まず「価格劣位・品質優位」と併記された 2 つの要
素である価格と品質との経済的性格の違いを手掛かり
に，品質の流通経済分析の視角について整理しておこ
う．
　市場経済システムにおいて，取引・流通を媒介する
もっとも基本的・指標的要素である価格は，商品価値
の抽象的で統一的な表現形態にほかならず，国内市場
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を超えた国際市場においても各国通貨の交換レートを
通して共通の統一的表現に還元される．これに対し，
端的には使用価値・有用効果と表現される品質概念は，
本来的に，歴史的，地域的で，多面的なものである．
加えて，市場空間が局地的市場から全国市場へ，さら
に国際的市場へと拡大すると，一般に，品質の内容は
より多様なものとなる．それゆえ，空間的に拡張する
市場を分析対象とするとき，品質については必ずしも
価格と同様に共通の指標を適用できるとは限らないの
である．
　佐々木（2007）は，小宮ら（1972）を引用しつつ，
国際化する市場の特徴を次のように述べている．「世
界市場が不完全競争市場となる深い基礎は，今日の国
際経済学では『経済諸制度・経済政策等の多くが国民
経済を単位として行われること』や『制度や政策のみ
ならず，言語・習慣・文化等の社会環境が国ごとに異
なっている』ことに求められる．この内の『社会環
境』は，制度学派が言う意味での『制度』，つまり慣
習，掟などを含む広い意味での制度に他ならない」

（p. 24）．この指摘は，とくに食品市場について，国
際市場，さらには一国内市場にかぎってみても妥当す
る．食品市場は，地域の農産物供給とそれを前提とす
る独自の食慣習や制度を生み出しながら，歴史的に多
様なかたちで形成されてきたものである．つまり，食
品市場は，多様な品質概念を基礎に成立する不完全競
争市場の典型という性格を強くもつということができ
る．
　たしかに，全国市場化やフォーディズムの進展，さ
らに巨大アグリビジネスの国際的な躍進により，食の
標準化・画一化は国境を越えて進行する様相を示す

（木立 2001）．とはいえ，地域食品に対する根強い支
持や伝統食の見直しなど，食の多様性を維持し保存し
ようとする一種の社会の「自己保存」に向けた行動は
広汎にみられ，食の画一化傾向が一面的に進行してい
るわけではない（Gottlieb et al. 2010, 美土路 2013）．
高柳（2006，2010）が指摘するように，「農産物や食
品の品質は，極めて複雑な構造をもっている」のであ
り，その結果として，食品市場がいわゆる製品差別化
が強く認められる不完全市場としての特徴をもつこと
に依然，変わりはない．留意すべきは，品質の複雑

性・多様性に起因する食品市場の不完全性について，
完全市場からの乖離という否定的な状態としてではな
く，むしろ健全な状態（西部 1998）であると捉える
視座が欠かせないという点である（註 1）．
　商品学研究の権威である河野（1984）がかつて主張
したように，商品の品質について物的・理化学的性質
のみを捉えるだけでは社会科学の分析たりえないこと
は，すでに明らかである（註 2）．とくに現代の消費
社会・市場では，商品・サービスをめぐる狭義の品質
だけではなく，広義の拡張された品質概念に立った分
析が要請されている．やや鳥瞰的な分類をすると，次
のように整理できる．品質の要素として，20 世紀前
的な古典的な意味での使用価値的品質を基本としつつ
も，20 世紀に入るとマーケティングによって生み出
された消費者の主観的評価を介したブランドなどの 
イメージ的・記号的品質が重要になっていった．20
世 紀 末 に は ICT（Information and Communication 
Technology），とくにインターネットの技術革新を基
礎に，消費者にとっての商品入手の利便性や短リード
タイムでの配送といった物流・サービス品質，さらに
21 世紀を迎えて，労働者福祉やアニマル・ウエル
フェア，環境・景観の重視などの倫理的配慮を伴った
社会品質が注目されるにいたっている．
　食品の品質概念のこうした多面化は，歴史的には，
いかなる要因に規定され，生み出されてきたのであろ
うか．品質は本来的には，物的な商品そのものの属性
として，そのときどきの生産力段階・技術水準に規定
されるものである．しかし，供給不足の時代から供給
過剰の時代への移行により，消費者の主観的評価に依
存する領域が拡大していく．さらに現代的な食品の品
質は，生産者と消費者だけでなく，流通業者やマスメ
ディア，政府など様々なアクターが関与するという，
いわば「社会的関係によって構築され」（高柳 2010：
p. 6）るにいたっている．現代の品質問題を評価する
視座は複眼的でなければならないゆえんである．
　以上のような広義の品質概念を念頭に置きつつ，続
いて，食品市場に登場するアクターのうち，農産物の
買い手・ユーザーである食関連企業の輸入農産物調達
行動を考察することで，輸入および国産農産物の品質
競争力の比較優位について探索的に明らかにしたい．
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（註 1）　不完全な状態の市場こそが現実の市場の態様であり，かつ，それが決して否定的な状態ではないとみる立場は
必ずしも新しい見解ではない．すでに，Robinson（1950）や Chamberlin（1933）による完全競争と独占との中間領
域の分析にはじまり，その後の長年の論争がある．

（註 2）　これに先立ち，従来の商業学が単なる技術的な商業操作の寄せ集めにとどまり，社会科学的な視座を欠いてい
たことの欠陥を強く意識し，経済学的な視座からの商業経済論の体系化を目指したのが，森下（1960）であった．



その際，第 1 に，現実の食関連企業の輸入品調達行動
を対象とするかぎり，品質のみならず，価格や数量の
問題も含めて，言及することになる（註 3）．第 2 に，
品質の要素については，ここで網羅的に検討するだけ
の準備はないことから，食品にとって必須な要件とし
ての安全性，物流品質ないし供給のサービス品質，付
加価値，に注目したい．それは，これら 3 つの品質水
準が食関連企業の農産物調達の意思決定に影響を与え
る度合いがきわめて高いと考えられるからである．
　念のため付け加えると，日本の農産物の国外市場に
おける品質競争力は，ここでの考察の埒外となる．日
本の農産物の海外市場における品質競争力と国内市場
におけるそれとは，物流品質 1 つをとってみても大き
く異なる．それゆえ，それら 2 つの局面を一括して分
析することはできないからである．

3．食関連企業による輸入農産物調達行動と品質要因

1） 中国産野菜の安全性問題と現地での品質管理対
策の展開

　2000 年初頭における輸入野菜の急増傾向を踏まえ
た，小売業界誌による次の表現は，農業サイドとは対
照的な非農業サイドの神話的な見解を示す点で興味深
い．「世界の産地からの良質で安価な商品の開発輸入
は，加工食品の価格競争とは別次元とみられてきた生
鮮食品にも及ぶ」（『激流』2001 年 10 月号）との指摘
がそれである．輸入品の「価格優位・品質優位」の前
提に立つ見方にほかならない．だが実際には，野菜の
グローバル調達行動はその後，全面化したわけではな
く，きわめて複雑な展開をみせることとなった（木立
2002）．
　中国野菜の安全性問題が発生した前後の小売企業の
対応と，その後の中国での品質管理体制の展開を俯瞰
してみよう．2000 年前後には，大手スーパーや，あ
るいは中小スーパーの共同仕入機構による中国生鮮野
菜を調達する取り組みが本格化した．日本から現地に
品種を持ち込み，有機農法の専門家を契約社員として
派遣し技術指導を行うことで，国産との品質同等性の
確保が追求されたのである．それは，従来までのよう
に商社に全面的に依存するのではなく，大手スーパー
や共同仕入機構が中心的なアクターとなって小売主導
でサプライチェーンを組織化する開発輸入方式の取り

組みであった．しかし，2002 年の生鮮および冷凍野
菜の残留農薬問題の発生を契機に，短期的には，ほぼ
すべての小売企業で中国産野菜の取り扱い中止を余儀
なくされたことは周知のとおりである．この判断には，
安全性への懸念を強めた消費者の声や購買拒否行動，
さらにはこれを促したマスメディアの報道が決定的な
影響力を発揮した．
　だが，中長期的にみると，この一連の出来事を契機
に，中国において様々なレベルでの安全確保対策の強
化が図られていくこととなった．冷凍野菜の供給体制
では，坂爪ら（2006）によれば，残留農薬事件発生以
降，集荷体制をはじめとする原料野菜の品質管理体制
の徹底が図られた．菊池（2008）によると，中国政府
レベルでの安全性を確保するための法律や規制が整備
され，主要産地では地方政府による，より一層厳しい
安全性管理対策が追加的に取り組まれていった．最近
では，生産者，合作社，加工業者，輸出業者，地方政
府や中央政府など多様なアクターによる，農薬管理の
徹底から検査体制の整備，法的な規制の強化など，安
全性を中心とする品質管理のための多面的な取り組み
が着実に進展している（神田ら編 2013）．
　このように，研究者による最近の実証分析によれば，
中国における冷凍野菜，その原料となる生鮮野菜の安
全性確保に向けての取り組みは，事業者と政府の双方
で着実な展開をみせている．しかしながら，日本側の
実務家に対するインタビュー調査では，中国産農産物
について書類や認証などの形式的な要件が整っている
だけでは，十分な安全性の担保にはならないとの否定
的な指摘が少なくない．仮に，GAP 認証を取得して
いても，中国での実際上の工程管理と生産物の品質レ
ベルを日本のそれと同一視することはできず，いまだ，
中国産野菜の安全性懸念は払拭されるにはいたってい
ない．日本側担当者が現地において産地点検を実施す
る主眼は，現地で点検リストに基づくチェックを行う
こと自体よりも，むしろ取引先相手が信頼するに足る
人・組織なのかを確認することにあるとする（註 4）．
つまり，農産物の安全性を確保するための課題は，取
引を行う組織間において信頼できる関係性をどう構築
するのかにある，ということになる．
　近年，日本の大手食関連企業の多くが国内市場の飽
和化を背景に，海外事業の拡大に注力する動きをみせ
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（註 3）　本来，「商品の市場における運動を論ずる場合，基本的な 3 つの要素は，商品の品質（Q）と価格（p）と量
（x）である」（橋本ら 2002）．これら 3 つの変数が密接に関連しあっていることは，現実の商取引の場でしばしば観
察される．ただし，最近の取引における数量は，単純に「安定供給」と表現されることが多いが，実際には，納品ま
でのリードタイムなどの物流品質と密接に関連する品質要素の 1 つである．



る．海外での店舗展開にあたっては，当然，安全性を
含め日本国内と同じ品質レベルの食の提供を目指すた
めに，通常，現地において安全で高品質な食品・食材
を調達することが必須の課題となる．大手外食チェー
ン A 社では，野菜の現地調達にあたり，香港系やシ
ンガポール系の専門業者に委託する方式を採用してい
る．現地でのネットワークをもち，生産者との頻繁か
つ濃密なコミュニケーションが可能な第 3 者のアク
ターをサプライチェーンの中に位置づけることで，安
全性を含む品質管理の徹底を図っている．
　以上のことから，現時点での中国における野菜生産
の安全性水準には，全体と部分との二重構造が存在す
るということができる．平均的な生産水準の中国野菜
は安全性確保のレベルがいまだ不十分である一方，悪
意の事件を除き，日本と同等の安全な野菜生産が部分
的とはいえ着実に展開しつつある．前者が在来型の市
場セグメントに対応するのに対し，後者は，チェーン
企業などのシステム産業が形成する新しい市場セグメ
ントのニーズに応える部分にほかならない．
2）輸入野菜の調達理由と価格メリットの縮小傾向

　輸入野菜の調達行動は，食関連企業の中でも業種に
よる違いが大きい（木立 2004）．中食・外食企業では，
加熱などの調理過程が入ることから，冷凍品を含め輸
入農産物を利用する余地が一般には大きくなる．とり
わけ，低価格訴求型の企業では輸入ないし冷凍食材へ
の依存度は大幅に高まる．これに対し，野菜を基本的
には加工することなく消費者に販売するスーパーなど
小売企業にとっては，安全性や外観などの品質要因が
より重要にならざるをえない．
　同一品目で国産品の供給があるにもかかわらず，食
関連企業が輸入調達を選択するのは，次のような場合
である．①需要に対し国産の供給数量が絶対的に過少，
②国産供給が季節的で，周年供給ができない時期の存
在，③国産品との対比で輸入品の価格優位性が明白，
である．ただし，価格の低位性を理由に輸入される品
目であっても，そのメリットは国産品の豊凶による価
格変動に大きく左右されることになる．輸入量は国産
野菜が高騰する局面では急増する一方，国産野菜が平
常時に戻ると激減する．とくに円安局面においては輸
入品価格が実質的に上昇するため，国産価格の相対的

下落による逆ザヤが生じるリスクが高まる．
　長期のトレンドとしては，中国での賃金水準の急速
な上昇により，中国産の価格優位性は地域内格差を伴
いながらも，徐々に縮小に向かいつつある．さらに指
摘すべきは，日本の食市場で長く続いてきたデフレ基
調により，中国の産地側にとって，品質要求は厳しい
一方，低価格ニーズの強い日本市場はすでに必ずしも
魅力ある輸出先ではなくなりつつある事実である．他
方，日本の小売企業にとっても，重要なアクターであ
る消費者の国産に対する「安全・安心」という品質評
価が高いかぎり，あえて安全性リスクを負担する国外
産地の開発にみずからの経営資源を投入する動機はな
いことは当然であろう．
　現状では，食品小売企業における輸入野菜の取り扱
い比率は，ディスカウントストアでは高まるものの，
平均的なスーパーでは年間ベースでは 5～10 数％ に
とどまる．もっとも，食関連企業が輸入品を欠いては
十分な確保ができない生鮮食品のカテゴリーは着実に
増えてきている，水産物では輸入品を除いた品揃えは
考えられないし，食肉や果実もそうである．野菜は，
その中で国産を中心に品揃えがなされている唯一の生
鮮カテゴリーである点は十分留意されねばならない．
3）物流・サービス品質面での輸入供給の劣位性

　中国では高速道路の整備をはじめとする国内の物流
インフラの整備が急速に進展し，また国際物流では
リーファ・コンテナの普及，そしてサードパーティ企
業の関与が進み，日本市場に向けて国産と同様の物流
品質のサプライチェーンを構築することが可能になっ
ている．インフラ整備や技術革新により，生鮮性とい
う商品特性が制約条件となって輸入調達ができないと
いう状況にはすでにない．だが，輸入農産物や輸入食
材の開発に積極的に取り組んできたのは大手チェーン
企業に限定され，さらにその大手チェーン企業にとっ
ても輸入調達にはいくつかの制約条件がある．
　大手ボランタリーチェーン B 社では，2000 年初頭
から大量販売力を基礎に中国生鮮野菜の調達・供給を
開始したが，十分な展開をみせなかった．その理由と
して，消費者の「安心」に対する懸念に加えて，次の
点が決定的に重要であった．約 1 週間というリードタ
イムの長さやコンテナ利用による配送ロットの大きさ
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（註 4）　品質概念としての「安全性」と「安心感」という 2 つの要素は，前者が客観的なものであり，後者が主観的な
ものである．論点は，価格との相関関係を分析するにあたって，これら 2 つの要素を峻別しなければならないのか否
かにある．この点にかかわって，森高（2008）の指摘は興味深い．事業者にとっての安全性に関する主観的評価，す
なわち安心の意義について，事業者が商品や供給者を選択するにあたり，リスク回避の点で，安全よりむしろ安心と
いう要素が強く作用する面があることを主張している．



から，大量一括の投機型の調達となる．その結果，各
社・各店舗への供給は受注型というよりも，むしろ本
部からの「送り込み」型となりがちになる．輸入調達
は，各スーパー・店舗にとって店頭での低価格訴求は
できても，消費者のニーズや購買動向に即した品揃え
形成の実現とは矛盾する面があったのである（註 5）．
また，大手外食チェーン企業 A 社でも，同様の問題
が指摘できる．同社では安全・安心で高品質な食材を
安価に調達できるオーストラリアで加工度の高い食材
を製造し，日本に冷凍食材として供給する高度なサプ
ライチェーンを構築している．とはいえ，この輸入調
達には，船便での長いリードタイム，冷凍品による食
味の相対的劣化の可能性などの弱点が伴う．加えて，
為替変動次第では，円安時の価格リスクに直面するこ
とになる．
　不確実性を強める消費市場において，ICT を活用
する現代的なチェーン企業の調達戦略は従来型のプロ
ダクト・アウト型の投機的行動よりもマーケット・イ
ン型の延期的行動への転換を志向している（木立
2006）．すなわち，数量の確定性よりも，販売量や必
要量に応じた数量の弾力的供給力が重視される．輸入
農産物の供給におけるリードタイムの長さや最小ロッ
トサイズの大量性という特性は，現代的な川下主導型
の延期的サプライチェーン・システムに適合的ではな
い．農産物商品の比較的低位な単価からは，航空輸送
の利用が全面化する事態は想定できない．情報流通の
急速な高速度化は，これに十分に追い付かない物的流
通のスピードアップとのギャップを拡大し，結果的に，
品揃えやアベイラビリティ（availability），商品の鮮
度の面で消費者の購買・入手時の不満を強める可能性
が高い．
4）輸入調達の新たな展開方向

　大手スーパーなどのグローバルな輸入調達にとって
有効な手段として注目されるのが電子商取引（elec-
tronic commerce）方式である．そのもっとも先進的
なグローバル調達の仕組みがリテイルリンク，そして
かつての GNX と WWRE が 2005 年に合併して発足

したアジェントリクスである（川端 2012）．アジェン
トリクスでは，様々な取引方式のうちリバース・オー
クションの比率が高く，低価格での商品調達に大きな
効果を発揮することが期待されている．
　しかし電子商取引で調達される食品は主にサーモン
やエビなどの冷凍水産物であり，大量販売が可能な定
番商品に限られている．これらは，商品特性としての
保存性や標準化とともに，大量性と安定性を実現する
養殖などの生産技術の革新を基盤に，数量面をはじめ，
比較的安定的に供給される商品にほかならない．いい
かえれば，電子商取引の調達システムが有効性を発揮
するのは，標準性や輸送性，大量生産方式などが実現
している特定のカテゴリーの商品に限られる．また，
利用主体の特性別にみると，電子商取引は，低価格で
の大量販売を目指す本部集権的なチェーン小売企業に
とってきわめて適合的な調達方式の 1 つとして位置づ
けられるのに対し，個店ベースでの品揃えの差別化を
志向し，調達の分権化を追求する中小チェーンや単独
店にとっては利用可能性の低い方式といわねばならな
い．
　食関連企業は低価格を目的に農産物の輸入調達を行
うことが依然として主流である．チェーン食関連企業
による輸入調達は，とくに品質の標準性，大量性，価
格の低位性，という 3 つの要素を同時に実現する目的
で取り組まれてきた．だが他方で，高付加価値の食品
やメニューを提供することで差別化を図ろうとする食
関連企業の動きもみられる（木立 2011）．最近の新し
い輸入ニーズに基づく調達行動を例示しておきたい．
　1 つに，大手外食チェーン企業 C 社は，食材確保か
ら調理にいたる高付加価値型のステーキの高単価メ
ニューを展開し，収益の改善を実現している．食材調
達では，米国産の特別ブランドの牛肉を部位と熟成期
間を限定した上でチルドで輸入し，店舗段階では，
オーダーを受けてコックが 1 枚ずつカットし調理する
方式を採用している．ワンランク上の食味の品質にこ
だわることから，過剰な在庫をもたず，あらかじめ品
切れ告知の提供方式を採っている（註 6）．いま 1 つに，
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（註 5）　こうした輸入品の劣位は，食肉の場合でも指摘できる（筆者 2005 年調査）．大手スーパーの PB 食品の開発と
供給において，スーパー本部は，世界的にもトップクラスの安全性を誇り，品質と価格のバランスのとれた（value 
for money）牛肉を PB として日本の店舗に供給する戦略を展開した．だが店舗側では，品質劣位であっても，より
値ごろ感のある牛肉の品揃えを志向し，発注を控える傾向がみられ，この本部の戦略と個店ベースの品揃え行動の齟
齬に苦慮する面がある，との発言があった．

（註 6）　C 社へのインタビュー調査で，同社が目指すのは，単に「おいしい」ではなく，「誰が食べても本当に
4 4 4

おいし
い」料理の提供である，との発言は印象的であった．「低価格」と「おいしさ」の両立を目指す大手外食チェーンに
おける「おいしさ」とは異なる，いわば，ワンランク上の差別化戦略を追求しているといってよい．



大手中食企業 D 社の取り組みである．現在の輸入野
菜は冷凍コーンやグリーンピース，乾燥シイタケが中
心であり，そして生鮮野菜の輸入はブロッコリーに限
られる．しかし，新たな輸入調達戦略として，中国の
寒冷な高原野菜産地で生産されるレタスの調達を進め
ている．国産と比較し，価格優位性はないものの，①
大玉で加工歩留まりが高く，②硬めであるため食感が
よい，という品質優位性がある点を高く評価している．
食材に求める価値は，価格の低位性ではなく，食味の
向上に置いている．
　食関連企業による輸入農産物の調達は，従来からみ
られた低価格と大量性を重視した取り組みが，依然と
して主流である．しかし他方で，部分的ではあるが，
品質の差別性を重視した高付加価値型のメニューや商
品開発と結びついた取り組みが着実に進展しつつある
状況に注視する必要がある．

4．お　わ　り　に

　ここでは，食市場における品質概念を対象に，不完
全市場の積極面，品質概念の多面化とそこでのアク
ターの役割について整理を行い，その上で，限られた
事例からの整理ではあるが，国内食関連企業の輸入農
産物調達行動の複雑な展開について検討した．これを
踏まえて，国内農産物の広義の品質競争力の評価につ
いて総括してみたい．
　国産農産物は，日本の消費者からの相対的に高い主
観的品質評価を基礎に，中国産をはじめとする輸入品
に対して相対的に優位な品質競争力を確保してきた．
しかしながら，中国の野菜生産は残留農薬問題の発生
を契機に，現地の生産者や政府など様々なアクターに
よって品質管理を強化する動きが展開しつつある．
もっとも，現時点では品質管理の徹底は全体の一部に
とどまることから，日系食関連企業は組織間の信頼関
係を基礎にサプライチェーンにおける安全性確保を
図っている．これら中国での多面的な安全確保の取り
組みが継続的に進められる中で，国産農産物の安全面
での品質優位性の基盤は徐々に消失していくと考えら
れる．
　輸入農産物の競争劣位要因として，物流コストでは
なく，物流サービス水準の相対的低位性が指摘できる．
船便での長期にわたる輸送期間とコンテナ輸送に伴う
ロットの大量性という制約条件により，食関連企業の

調達行動は投機的なものとならざるをえない．これが
実行可能なのは，マーケティング力があり中央集権的
なシステムを志向する大手チェーン企業に限られ，そ
もそも消費者ニーズと購買に応じた品揃え志向と矛盾
する面がある．食関連企業がマーケット・イン型の延
期的調達を志向するかぎり，国内農産物に優位性が認
められる．
　最近のチェーン食関連企業の品揃えおよび調達戦略
で特徴的なのは，低価格訴求だけではく，高付加価値
化による品質訴求やローカル商品による差別化を重視
する動きがみられることである．輸入品についても，
高品質の食を消費者に提供する上での要として明確に
位置づけられた農産物の発掘と調達が戦略的に展開さ
れている．同時に，国内のローカルな調達に対しては
独自の品質優位性を基礎に地域で存続する相対的に小
規模な農業者や産地が供給する農産物が対応する領域
が存在することを意味する．輸入農産物であれ国産農
産物であれ，品質優位の比較はサプライチェーンを主
導するアクターである食関連企業の戦略に依存する面
がますます強まってきている（註 7）．
　小規模零細産地を含む日本農業が多様な品質競争力
を維持・強化しながら食関連企業との重層的な連携を
構築していく上で，さしあたり課題となるのは，日本
における原産地表示と地域認証制度の整備である．
ヨーロッパにおける地理的表示の制度的整備と比較し，
日本のそれは大きく遅れをとっている（内藤 2013）．
フリーライダーの発生を避けつつ（須田 2002），制度
的な基盤を整えることで，生産者と食関連企業，ある
いは消費者とで農産物の品質価値を共有した連携関係
が展開する途が拓かれ，慣習的かつ制度的な食の多様
性を維持することが可能になる．
　ここでほとんど触れられなかった論点として，食肉
に典型的な社会品質の問題がある．欧米の食品先進国
においてミニマム・スタンダードとなっている食肉な
どでのアニマル・ウエルフェアへの対応は，わが国で
は大きく遅れをとっている（註 8）．また，輸入水産
物，とくに養殖魚供給をめぐるサプライチェーンにつ
いても，多面的な品質の観点から解明することが求め
られている．
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要旨：本稿は，食市場の不完全性がもつ積極面と品質概念の多面化，アクターの役割を整理した上で，
国内食関連企業の輸入農産物・食品調達行動の複雑な展開を明らかにした．中国産野菜の安全性は残留
農薬問題の発生を契機に改善がみられるが，なお部分的である．食関連企業には信頼を基礎とするサプ
ライチェーン構築が課題となっている．また，輸入農産物には輸送期間の長期性や輸送ロットの大量性
などの物流品質の劣位が不可避である．食関連企業が延期的調達を志向するかぎり，国内農産物に優位
性が認められる．もっとも，高付加価値戦略の柱に差別的な品質の輸入農産物が位置づけられる場合が
あり，品質優位の比較は食関連企業の戦略に依存する面が強い．
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